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・日時　　 　　　　平成１３年８月２８日(火)　午後５時

・場所　　 　　　　岐阜大学教育学部附属カリキュラム開発研究センター

・議題

1. 児童用の表示画面について

データベースとリンクした画面は図のような(べたの)画面になる。

教材や資料等を全てデータベースに登録して、必要なもの(今回は問題)を取り出す。
教師や児童、保護者が使いやすい画面は坂内小で作成したもの

(http://www.vill.tanigumi.gifu.jp/sakauti/kisokihonn/top_kiso.htm)

だと思われる。ただし、データベースとは関連付けられていない。この画面は９月からの実践を通して、改善する。現在の問題を作成した後、昨年度のものも追加して問題数を増やす。

2. 学習コードと索引語について

前回作成したコードを入力したので、目的とするものを検索するために、適切な索引語を決める。索引語は現場教師が普段使っていて、わかりやすいものとする。索引語は次回までに作成する。出来上がった索引語は実践校(坂内小学校、大薮小学校など)で検証する。

3. 実践校における利用形態について

他の小学校にも参加を呼びかけていく。羽島市立中央小

坂内小学校では９月から実践を始める。Ｗｅｂページは現在Word版のみだが、Pdf版も作成する(坂内で作成する)。坂内小学校のページを作成すると並行して、１０月末をめどにデータベースとリンクした学習者用ページをＣＲＤＣで開発する。

4. 実践の評価、作成問題の追加と評価について

問題の評価を実践校で行って、フィードバックは問題作成の責任者の若曽根先生へ連絡する(窓口)。

修正した問題は坂内小学校で掌握する。窓口は横山。

データベースを直接利用する必要がある学校は(若曽根先生)へ連絡する。


自己評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己評価

子供に自信をつけたり、満足感・充実感につながったり、はげみとなるようなものを作成する。

学習の評価

　　実践を行いながら、事例を増やして蓄積、フィードバックする。

システムの評価

　　実践を行いながら、常時連絡を取り合う。

プロジェクトメンバーの方へ

次回の日時を以下のどれかにしようと思います。都合のよい日をお知らせください。

１案　10月6日(土)　 第1土曜日　午後３時から  　　場所：CRDC

2案　10月13日(土)　第2土曜日　午後３時から  　　場所：CRDC

3案　10月20日(土)　第3土曜日　午後３時から  　　場所：CRDC

学習者　　　教師
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